
開催日程

9月24日(水) 午後7時～ 境小学校

9月25日(木) 午後7時～ 本郷小学校

9月28日(日) 午前10時～ コミュニティ・プラザ

9月29日(月) 午後7時～ 旧落合小学校

9月30日(火) 午後7時～ 富士見小学校

0



本日の内容

町からの情報共有（20分）

交通対話の場（40分）

全体での意見共有（20分）

富士見町 産業課工業交通係
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町からの情報共有

富士見町 産業課工業交通係

①令和5～6年度実施

定時定路線コミュニティバス実証運行の結果について

②令和7年度実施予定

「広原便」「夜便」の実証運行について

③公共交通システムの事例について
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富士見町 産業課工業交通係

①定時定路線コミュニティバス実証運行の結果について

概要

令和5年度～6年度にかけて、定時定路線のコミュ
ニティバスの実証運行を、以下の路線でおこないま
した。

•中型路線バスを使用、運賃無料

•令和5年度 境線

•令和6年度 前半 落合線、本郷線

後半 神戸・南原山線、西山線

前後半通じて まちなか循環線
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富士見町 産業課工業交通係

境線

•令和5年11月13日から12月25日までの
平日30日間

•富士見駅～境地区～信濃境駅、右回り・
左回り

•朝夕、電車の発着にあわせた通学・通勤
便
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富士見町 産業課工業交通係
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富士見町 産業課工業交通係

落合線、本郷線

•令和6年10月21日から11月15日までの
平日19日間

•朝夕に加え、日中も運行

•富士見駅、富士見・本郷小学校～落合、
本郷地区
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富士見町 産業課工業交通係
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富士見町 産業課工業交通係
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富士見町 産業課工業交通係

神戸・南原山線、西山線

• 令和6年11月25日から12月20日までの平日20日間

• 朝夕に加え、日中も運行

• 富士見駅、富士見小学校～神戸・南原山方面、西山地区

まちなか循環線

• 令和6年10月21日から11月15日まで、令和6年11月
25日から12月20日までの平日39日間

• 日中、まちなかの病院や店舗等の主要施設
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富士見町 産業課工業交通係
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富士見町 産業課工業交通係
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富士見町 産業課工業交通係

利用実績(延べ人数)

小学生 中高生 一般 合計

R5境線 744 864 435 2,043

1日当たり(30日間) 24.8 28.8 14.5 68.1

R6落合線 787 171 148 1,106

1日当たり(19日間) 41.4 9.0 7.8 58.2

R6本郷線 1,268 492 471 2,231

1日当たり(19日間) 66.7 25.9 24.8 117.4

R6神戸・南原山線 671 107 96 874

1日当たり(20日間) 33.6 5.4 4.8 43.7

R6西山線 889 150 108 1,147

1日当たり(20日間) 44.5 7.5 5.4 57.4

R6まちなか循環 0 0 181 181

1日当たり(39日間) 0.0 0.0 4.6 4.6
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富士見町 産業課工業交通係

利用実績(割合)

小学生

57%中高生

22%

一般

21%

R6本郷線

小学生 中高生 一般

14

小学生

37%

中高生

42%

一般

21%
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小学生 中高生 一般
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71%

中高生

16%

一般
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富士見町 産業課工業交通係

利用実績(割合)

小学生

77%

中高生

12%

一般

11%

R6神戸・南原山線

小学生 中高生 一般

小学生

78%

中高生

13%

一般

9%

R6西山線

小学生 中高生 一般

一般

100%

R6まちなか循環

小学生 中高生 一般
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富士見町 産業課工業交通係

利用実績から

•どの路線も小中学生の利用が最も多かっ
たが、特に本郷線の中学生利用は、他の
路線よりも多かった。(境線は、スクール
バスの代替だったため除く)

•一般の方、日中の利用は進まなかった
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富士見町 産業課工業交通係

アンケートについて

•小、中学生保護者、中学生、高校生、一
般の方を対象に配布

•運転手による配布（R5）

•職員による乗客への聞き取り（R6）
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富士見町 産業課工業交通係

アンケートについて(R5回収率)

・一般 45/100人（45％）

・高校生 14/54人（26％）

・小学生保護者 45/70人（64％）

・中学生 33/48人（69％）

・中学生保護者 32/48人（67％）

・乗客 17/17人（100％）

全体 186/337人（55％）
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富士見町 産業課工業交通係

アンケートについて(R6回収率)

・一般 120/200人（60％）

・高校生 73/229人（32％）

・小学生保護者 299/435人（69％）

・中学生 197/342人（58％）

・中学生保護者 51/332人（15％）

全体 740/1,538人（48％）
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富士見町 産業課工業交通係

アンケートについて(回答内容)

○利用した理由

【中学生、小中学生保護者】

・送迎しなくてよいから

・学校まで遠く、バス停が近くにあったから

・友達が乗るから、バス通学の経験をさせたいから

【一般】

・JAお買い物バスの便数が減ってしまったから

・路線バスは時間が読めるから
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富士見町 産業課工業交通係

アンケートについて(回答内容)

○利用しなかった理由

【高校生、中学生、小中学生保護者、一般】

・家族等に送迎してもらっているため利用しなかった

・自宅からバス停が遠い

・都合に合うバスがなかった

・歩いて通学することが大事

【一般】

・マイカーで移動できるため

・今は必要ないが、将来的には利用したい
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富士見町 産業課工業交通係

アンケートについて(回答内容)

○意見、要望等
【利便性】
・土日も運行してほしい
・本数やバス停をもっと増やしてほしい
・電車との接続をよくしてほしい
【安全性】
・バスが大きすぎて危険を感じる
・バス停が交通量の多い場所や狭い場所にあって危険
【その他】
・自転車通学を許可してほしい
・コミュニティバスの情報が届いていない

22



富士見町 産業課工業交通係

実証運行のまとめ

(利用実績やアンケートを通じて)

通学のニーズは高く、送迎の負担軽減につな
がる

マイカー(自分で運転、送迎など)からのシフ
トは難しい

利用の促進には、便数、バス停、時間帯、電
車への接続など利便性の向上は不可欠
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富士見町 産業課工業交通係

②令和7年度実施予定 実証運行について

広原便
○背景

•八ヶ岳別荘地区(広原地区)は、まちなかや各集落
とは距離を隔てており、すずらん号も乗り入れて
はいるが、運行距離・時間が長くなっている。

○概要

•広原地区とまちなかエリアの直行便を完全予約制
(電話・オンライン)、運賃無料で運行する。

•アルピコタクシーより一般タクシー車両を借り上
げる。

•広原地区の停留所はすずらん号のバス停(全19箇
所)を利用する。
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富士見町 産業課工業交通係

②令和7年度実施予定 実証運行について

広原便
○期間

令和7年11月から令和8年1月までの、週3日(火・
木・土、年末年始除く)

○時間

運行ルート及び時刻表をある程度定めたかたちで、
午前、昼前後、午後の3往復運行する。
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富士見町 産業課工業交通係

②令和7年度実施予定 実証運行について

夜便
○背景

•夜間は、すずらん号も運行しておらず、タクシー
も捕まりづらいなど交通空白の時間帯となってい
る。

○概要

•夜の時間帯にすずらん号の枠組みを活用し、富士
見駅発で各集落(公民館等まで)行の夜便を完全予
約制(オンラインのみ)、運賃無料で運行する。

•路線はすずらん号と同様、3方面(葛窪・境・乙事
方面、蔦木・花場・若宮方面、立沢・南原山・神
戸方面)とし、各集落を回る順序はあらかじめ定め
る。
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富士見町 産業課工業交通係

②令和7年度実施予定 実証運行について

夜便
○期間

•令和7年11月から12月までの、週2日(木・金)

○時間

•およそ午後8時、9時、10時台の3便を電車の到
着時間に合わせて乗客を乗せ出発する。
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富士見町 産業課工業交通係

③公共交通システムの事例について

定時定路線バス(路線バス、コミュニティバス)

○概要

• 富士見町でも、かつて路線バスが運行しており、令和5～6年度に
コミュニティバスの実証運行。

• 決められたルートを決められた時刻に運行する形態。
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諏訪市「かりんちゃんバス」



富士見町 産業課工業交通係

③公共交通システムの事例について

デマンド交通(すずらん号)
○概要

• 富士見町で約20年前に路線バスの廃止に
伴って導入、当時としては先進的な事例。

• 電話での予約制。運行路線、時刻表が定め
られており、乗り合いを促すようなかたち
での運行。原則ドアtoドアで、予約に応じ
て運行ルートを決定。
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富士見町 産業課工業交通係

③公共交通システムの事例について

AI乗合オンデマンド交通(のらざあ)

○概要

• 茅野市および原村で導入されているシステム。

• 利用者がスマホアプリや電話で乗車を予約すると、
AIが複数の乗客の行き先や乗車位置を自動的に最適
化し、効率的なルートで車両を運行します。
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※画像は、茅野市
「のらざあアプリ
利用者マニュアル」より



富士見町 産業課工業交通係

③公共交通システムの事例について

日本版/公共ライドシェア

○概要

• 住民や観光客の移動に必要なサービスが、公共交通
機関では十分確保できない場合に、タクシー事業者
や自治体・NPOなどが主体となって、一般ドライ
バーが自家用車を使って有償で運送できる制度。
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※長野日報より

※PR TIMESより



交通対話の場

富士見町 産業課工業交通係

進め方

•グループに分かれて、自己紹介プラス本日参加した
理由を1分程度で行う

•テーマに対して意見交換を行いながら、ポストイッ
トに意見を書き模造紙に貼る

•グループごとの意見を発表する代表者を決める

※決して相手の意見を否定しないこと

34



交通対話の場

富士見町 産業課工業交通係

テーマ

定時定路線バスってどう？

デマンド交通ってどう？

ライドシェアってどう？
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全体での意見共有

富士見町 産業課工業交通係
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